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〔短報〕 ゐのはな同窓会の現況に寄せて
本誌の編集に心を砕いている本間教授から新たに本誌
に設けられた短報欄に，最近のゐのはな同窓会の動向に
ついて何か書けとの依頼があったのが真夏の頃であった
と記憶するのですが，もはや年の瀬も迫り，木枯しのい
やがうえにも身に泌む今頃になってしまったことをお詑
びせねばなりません。
生来の筆不精に加うるに本題について現時点で私ごと
きが筆をとることの適格か否かを迷いつつ，本来ならば
鈴木会長を始めとして，大塚，小林両副会長，あるいは
多数常任理事諸先生にお願いするのが当然の筋道かとも
考えたりいたしましたが，それはもう少し同窓会の発展
推移を見た上での方がよかろう，とにかく現時点では社
長，重役に出ていただ、くよりは，現場で土ならしをして
いる労務者の報告の方がいいかも知れんという，いわゆ
る委員(会則第 43条明記〉諸氏のお勧めによって少しく
現況をお知らせすることになったわけで、す。
さて，世の中が目まぐるしく動き，人さまざまに忽
忙，激動の渦中で泳ぎ回っているような今日このごろ，
ゐのはな同窓会はどうあるべきかというようなことを考
えてみますと，その運営のあり方，など世の流れに諮っ
て変貌すべきは当然のことでありましょう。しかし他面
同窓会というものの本質，目的は世の波風が強ければ強
いほど逆比例して悠久不変，確乎不動のものでなくては
ならないことも道理と考えられるのです。
御承知のように同窓各位のなみなみならぬ御協力の結
集として，今亥鼻台上には医学部 85周年記念の記念講
堂が静かに，しかも堂々たる威容を蛇立しています。な
るほど法律上は国家の財産でありましょうが，私どもに
はゐのはな同窓会の“具象"としてきわめて直接的にこ
の殿堂をみつめないではいられないのです。こんな感懐
は私だけではありませんで，学内における何人かの方々
が，相寄って，この“具象"に見合う“抽象"を見付け
出すことが，これからの仕事ではないだろうか。すなわ
ちこれを期に伝統ある誇り高いゐのはな同窓会の精神を
昂揚し，“具象"と“抽象"を合体させたいと願ったの
が，すでに 3年前のことでありました。そんなことから
出発して，然らば一体その方法はどうすればよいのか。
歴代会長を始めとする幾多諸先輩の努力によって堅持さ
れてきた過去を凝視し現在を分析しながら本業のかたわ
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ら，余暇を見出しては月 2回ずつの委員会をもって，結
局のところ同窓会名簿の巻頭に掲載されている本会々則
の各条項の一つ一つを忠実に履行することが当面の課題
であろうということになり，会則の改善を図りつつ，乏
しい財源面を顧慮しながら，まことに遅々ではあります
が，基礎工事を終わろうとしているのが現況でありま
す。今その会則の各箇条をここに記して解説を試みる余
裕も必要もないと考え，会員各位におかれてはぜひ一度
でよろしいから本会則に目を通しておいていただきたい
と希望いたします。そこで私どもが現在最も力を注いで
おりますことの 2，3を誌すに止めたいと思います。
すなわちまず第一に確立しなければならなかったこと
は，役員人事の問題であります。従来は理事，評議員を
選出する手続を正確に踏まずに会長の了解のもと，同窓
会の事務を片手間にやっていた医学部の職員が適当に思
い当たる人を役員にして，とおり一辺の通知を出すこと
により，その返事ももらうことなしに決めていたのが実
情で，当の理事，評議員等の役員は自分がその役にある
ことを忘れ， rあんたは理事だ，評議員だ」といわれて，
「ほんとかJ rそんな通知は受けたことがない」などとい
っている役員が多かったのです。これではしっかりした
組織のできるはずがない。会員が本会に関心を寄せるは
ずがない。そこで私どもはまずそこから確立を計るべき
だとの結論のもとに，会則に従って， 3年の歳月をかけ
て今ようやく軌道に乗せようとしているのであります。
すなわち， ①まず各クラスの幹事に依頼してそのクラ
スの本会評議員を推せんしてもらう， ②推挙された評
議員が全部出そろったところで，それらを支部別に区分
し支部長(各地区支部で選出されている代表)に連絡す
る， ③理事については支部推せんによるを原則とする
が，本部より連絡のあった評議員の中から，少なくとも
ーないし数名を含むよう卒業年度を勘案して，支部割当
ての理事(同窓会に強い関心を持つ人が望ましい〉を推
せんするよう配慮する，という手順を来年度総会を期し
て確立すベくようやく軌道に乗せつつあるのが現状で
す。この確立が期せられるにしたがい従来聞かれたこと
のない評議員会を年一度は必ず執行開催することはもち
ろん，理事会，常任理事会は臨機に開催することを確立
したいので、す。
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次に上記の確立を期するためにはどうしても最も関Jむ
を寄せるべき学内支部の設置がまだなかったので，小林
龍男教授にお願いして学内支部長になっていただき，併
せて従来欠員であったもう一人の本会の副会長になって
いただいたのが今年の総会直前のことでありました。こ
れが推進力にならない限り同窓会はよくなりえないとの
原則を確立し，今後の学内支部の活動に期待をかけてい
ただきたいと考えているのであります。
次に問題になりますのは，本会々則の中に立派に誼わ
れている，第3条の本会の目的と第 43条のその目的を
実現するための会務を具体的に推し進めることこそ，会
員各位に対する本会の使命と考え，ょうやくその一つ一
つに手がつけられ， ①ゐのはな同窓会報の発行充実は
もとより，会員の変転きわまりない近頃の住所変更を常
に注意してできるだけ正確な名簿の作定に力を注ぎ，現
在その基礎となるパンチカードができあがる運びとなり
ました。 ②支部設定の進展とあいまって本部としては
密接な連絡をどのようにするかを具体的に考究し，機に
応じて従来の学内会員の各支部への出向を定期的なもの
にしようとの気運も醸成されつつあります。 ③学事奨
励に関する事業の一環としてはたとえば“ゐのはな同窓
会賞"といったものの設定が真剣に考えられています。
ともあれ 3000名という会員を有する大世帯ともなれ
ば，毛利元就の故事を引用するまでもなく，一つの目的
に向かつてこれが結集することにより強大な力ともなる
ことは何人もこれを疑う余地はなかろうと思うのです。
会員各位の同窓会に対する関心はようやく昂まりつつ
あるやに思われるのは，ここ 2，. 3年来会費の納入も順
調で，その規模は小さいながらも，会務遂行を積極的に
推進しうる情勢になりつつあります。
しかしこの上向きになりつつある同窓会の情勢も，委
員の力を少しでも抜くとがたがたと崩壊するのではない
かとの危慎を感じないではいられません。本年度の総会
の模様はそれを如実に示したものでありましょうし，近
頃の四金会のそれも強くその感を抱かせます。
安の鼻台上で医学を学んだという同じ宿縁の上に立つ
者のつどいを，その一人一人がみつめ，育てることをそ
の心の中にもって欲しいと切に希望するものです。特に
私どもは学内支部会員に向かつてこのことを叫びたいの
です。学内にある者，学外にあるものそれぞれに立場も
異なり，それぞれの要望も違うことは論をまちません。
地ならしもようやく終わろうとして，これからその上
にどんな“抽象"の殿堂を築き上げるかはかかって会員
各位の心にあると考えます。私は最近台湾から本学に学
んだ一同窓の父親が寄せられたー幅の書を座右に懸けて
同窓会の仕事に携わる心のささえの lっとしています。
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稿を終わるに当たり会員各位の御健闘を祈るとと
もに，ぜひ暖かい心を同窓会に寄せられんことを。
(千葉大学医学部肺癌研究施設教授)
